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• このたびは、オリンパス製品をお買い上げいただきまして、誠に 
ありびとラございます。 

• ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり、試し撮りをして 
カメラが正常に機能することをお確かめください。 





はじめに 


本書はカメラの操作ち法について詳しく説明しています。お読みになった後は大切 
にな管してください。 


本巧巧説明書について 


♦ 本書の内容は将来予告なしに変更することびあ0ます。最新の情報については、カス 
タマーサポートセンターまでお問い合わせ<ださい。 

♦ 本書の内容については万全を期して作成しておりますび、万一ご不審な点、誤り、記 
載ちれなど、お気づをの点びございましたら、カスタマーサポートセンターまでご連 
絡 < ださい。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写することは、個人としてご利用になる場合 
を除さ、禁止されています。また、無断輯載は固 < お断0します。 

♦ 本製品の不適当な使用にぶ0、万一損害び生じたり、旌失利な、または第王者からの 
いかなる請ホに関し、当社では一切その責任を負いかねますのでご了承<ださい。 

♦ 本製品の故障、才 U ンパス指定列の第兰者による修理、その他の理由によりをじた画 
徹データの消失による、損害および逸失利ななどに関し、当社では一切その責任を負 
いかねますのでご了承 < ださい。 

♦ 本製品で撮影された画廊の質は、通甫のフィルム式カメラの写責の質とは異なります。 
Copyright ©2001 OLYMPUS OPTICAL Co.. Ltd. 

電波障害自主規制について 


♦ この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス 
巨情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていますび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引き起 
こすことびあ0ます。 

♦ 取扱説明書にしたびって正しい取り扱いをしてください。 

♦ 飛行機内では、離発着時のご使巧をお避けください。 

♦ 本製品の接続の際、当製品指定のケーブルを使巧しない場合、 VCCI 基準の限界値を 
超えることび考え6れます。必ず、指定のケーブルをご使用<ださい。 


商標にごいて 


本書に記載されているすべてのプランド名または商品名は、それ6の所有ちの商標または 
登録商標です。 


カメラファイルシステム規巧にごいて 


力ラファイルシステム規格とは、電子情報技術産業協含 (JEITA) で制定された規格 
「Design rule for Camera File system/DCF」 です。 
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困つたとをは ••• 


こんな表示がでたら . 

故障かな？と思った百 ....... 

アフターサービスについて 

仕様 . 

索引 . 

♦本書の表記について 


鬻 

故障やトラブルになるよラな、重要な注意事項び書かれてい 
ます。絶対に避けていただきたい操作を書かれています。 

1品1 

活巧ずるために、知っておくと便利なことや役に立つ情報な 

どび書かれています。 

岐 

本書での養照先のページを表します。 

が 

初む者のちにおすすめのページを表します。 
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まをにおほいいただ < ために 


本書は、製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々へのを害と財産の 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と 
意ほは次のよラになっていまず。 


么を巧 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人 
び死 t または重傷を負ラ差し迫ったを険の発生が 
想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無ネ貝して誤った取り扱いをすると、人 
が死亡または重傷を負ラ可能性が想定される内容 
を示していまず。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人 
が傷害を負ラ可能性び想定される内容およぴ物的 
損喜のみの発生が想定される内容を示しています。 


電池にごいてのごま意 


液もれ、発熱、発乂、破裂、誤飲などによるやけどやけびを避けるため、 LU 
下のま意事項を必ずお守りください。 

A を巧 _ 

• 充電式電池は、専用の才 U ンパス製電池と充電器をご使巧ください。電池は指 
定の充電器私外で充電しないでください。ご使用になる際は、電池、充電器等 
の説明書をよ<読んで正しくお使い<ださい。 

• 直接 A ンダ付けしたり、変あや改造■分解をしないでください。端子部安全弁 
の破壊やアルカリ液の飛散び生じ危険です。 

• +— を金属等で接続したり、金属製のネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち 
運んだり、保管しないでください。 

• 電源コンセントや自動車のシガレットライターの差し込みなどに直接接続しな 
いでください。 

• 火中への投下や、加熱をしないで < ださい。 

• 電池の液び目に入った場合は、失明の原因になります。こすらずに、すぐ水道 
水などのきれいな水で充分に洗い流し、直ちに医師の治療を受けてください。 

• 電池を誤って飲まないよラ、乳幼児の手の届かめ場所で保管および使巧して 
ください。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

• 強い曰なた、炎天下の車内やストーブの前面など、高温の場巧で使用-放置し 
ないでください。 I 





安全にお使いいただ < ために 


A 警告 


• 電池を水や海水などにつけたり、端子部を磊5さないでください。 

• し: TF の内容をお守りにな5ない場含、電池の液漏れ、発熱、発火、破裂により、 
火災やけびの恐れびあります。 

-このカメラで指定されていない電池を使わないでください。 

■ちい電池と新しし谭池、充電した電池と放電した電池、また、容量種類、鈴 
柄の異なる電池を一緒に混ぜて使巧しないで<ださい。 

■充電できないアルカ U 電池や U チウム電池 CR - V 3( U チウム電池パック）を充 
電しないでください。 

■+- を逆にして装着-使用しないでください。また、機器にうまく入らない場 
合は無理に接続しないでください。 

■外装シール（絶緑被覆）を一部またはずベて剔びしている電池や、破れびある 
電池をご使用になりますと、電池の液漏れ、発熱、破裂の原因になりますので、 
絶対にご使用にならないでください。市販されている電池の中にわ、が装シー 
J レ（絶緑被覆）の一部またはすべてび刹びれている電池びあ0ます。このよラ 
な電池ち絶対にご使用にならないでください。 

• このよラな形状の電池はご使用になれません。 


シール（絶緑被覆）をずベて剔びしているちの 
(裸電池)、または一部び刹びされているをの 


: S ：： 

© 

:®: 


0 



負極（マイナス面）の一部に膨5みびあるび、負 
極びシール（絶緑被覆）で覆われていないわの 

© 


負極（マイナス面）び平らな電池（負極の一部 
びシールで覆われていてを、覆われていなくて 
を使用できません)。 



• ニッケル水素電池の充電び、所定充電時間を超えてち完了しない場含は、充電 
を中止してください。 

• 液漏れ、変色、変形その他異常び発生した場合は使巧を中止し、販売店または 
才 U ンバ スサービスステーシヨ ン（裏面参照）にご相談ください。 

• 電池の液びお虜•を類へ付着した時は、直ちに水道水などのきれいな水で洗い 
流してください。皮膚に障害を起こす原因になります。 

• カメラの電池室を蜜あさせたり、異物を入れたりしないでください。 

• 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないでください。 
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安全にお使いいただく ために 


A ま意 


• 電池の+—極び汗や油で汚れていると、接触不良をおこす原因になります。乾 
しぶ:巧でよく拭いてから使巧してください。 

• 電池室内の電極び’汚れていると、電池の寿命び著しく短くなります。電池室内 
部を触らないで < ださい。 

• 才 U ンパス製ニッケル水素電池はオリンパスデジタルカメラ 「 CAMEDI 冉 
(キヤメディア)」専巧です。他の機器に使巧しないでください。 

• 充電式電池は必ず4本同時に充電してご使用ください。 

• 充電式電池をお買い上げ後、巧めてご使用になる場合、また長時間使用しな 
かった場合は、必ず充電して<ださい。 

• 長期間ご使用にならない場合は、カメラか5電池を列しておいてください。電 
池の液漏れ、発熱によ0、火災やけびの原因にな0ます。 

• 電池を使ってカメラを長時間使用した媛は、すぐに電池を取り出さないでくだ 
さい。やけどの原因となります。 

• 撮影条件、使用環境および電池により撮影枚数び減かする場含びあります。 

• アルカ U 電池は電池の銘柄、製造曰からの保を期間、使巧温度により内部抵抗- 
容量に差びあるため、ニッケル水素電池や CR - V 3 などに比べて寿をび極端に 
短い場合びあります。また、な温時は使えません。 

• マンガン電池は使用でさません。電池寿命び短いばか0でな<、電池の発熱等 
により本体に損害ををたらす恐れびあ0ます。 

• 電池は、一般に低温になるにしたびって一時的に性能び低下します。寒;令地で 
使巧する時は、カメラを防寒具やを服の内側に入れるなどしてな温しなび5使 
巧してくださし1。なお、低温のために性能の低下した電池は、常温に戻ると回 
復します。 

• 長期間の旅行などには、予備の新しい電池を用意することをおすずめします。 
とくにミ毎外では、地域によって入手困難なことびあります。 

• ニッケル水素電池ご使巧推契温度範囲 
放電（機器使巧時）：〇 む〜4日む 
充電： 0む〜4日む 
保を： 一2 日〜3日で 

上記温度範囲外での使用は性能‘寿命の低下の原因となります。保管の際は力 
メラか5電池を取0出してくださし、。 

• 電池を捨てる際は、地域の規定に従って姐分してください。 
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安全にお使いいただ < ために 


製品の取り巧いについてのごま意 


A 警告 


• フラッシュを人（とくに記幼児）に向けて至近距離で発光しないでください。 
目に近づけて撮霞すると、視力傷害をきたす恐れびあります。とくに乳幼児に 
対して、至近距離で撮影しないで<ださい。 

• 曰光および強い光に向けて本製品を使用しないでください。視力傷害をきたす 
恐れびあ0ます。 

• 可燃性ガスおよび爆発性ガス等び大気中に巧在ずる恐れのある場所での本製品 
の使用はおやめください。引火-爆発の原因となります。 

• 幼児、子供の手の届<範囲に放置しないで<ださい。料下のよラな事故発生の 
恐れびあります。 

■ルさな付属品を飮み込む。万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

■目の前でフラッシュび発光し、視力障害を起こす。 

-カメラの動作部でけびをする。 

• 湿気やほこり、油煙、湯気の多い場巧で使ったり、な管しないでください。火 
災や感電の原因となります。 

• フラッシュの発光部分を手で覆ったまま発光しないでくださし1。また、連続発 
光媛、発光部分に手を触れないでください。やけどの恐れびあります。 

• 万一、水に落としたり、内部に水び入ったりした時は、火災や感電の原因とな 
りますので、速やかに電池を抜き、販売店またはオリンパスサービスステー 
ション（裏面参照）にご相談ください。 

• 分解、改造はしないでください。感電やけびをする原因となります。 


A ま意 


• 異臭、異南音、をしくは煙び出たりするなどの異常び生じた場含は、やけどに 
注意しなびらすぐに電池を取り外し、販売店または才 U ンパスサービスステー 
ション (裏面参照）にご連絡ください。火災や、やけどの原因となります。（電 
池を取り出す際は、素手で電池を触らないでください。また、可燃物のそばを 
避け、屋外で行ってください。） 

• 濡れた手で操作しないでください。感電の危険びあります。また、 AC アダプ 
夕の撮き差しは、濡れた手では絶対にしないでください。 

• 異常に温度び高くなるところに置かないでください。部品び装化したり、火災 
の原因となります。 
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安全にお使いいただ < ために 


• カメラをストラッフで下げている時は、他のものに引っかかったりしないよう 
に、注意してください。怪我や事故の原因となることびあります。 

• カメラで指定されている専巧 AC アダプタ （ EIAJ 規格■極性統一型フラグ付） 
政外は、絶対に使わないでください。カメラ本体または電源び故障したり、思 
わ城事故びおきる可能性びあります。また別売の AC アダプタは日本国内用で 
す。海外ではご使用になれません。専巧し:^外の AC アダプタの使用により生じ 
た障害は保証しかねますので、あらかじめご了承<ださい。 

• 電源コードを傷つけないでください。 AC アダプタのコードを引っ張ったり、継 
ぎ足したりは絶対にしないでください。必ず電源フラグを持って、损き差しを 
行ってくださしな下の場合はただちに使用を中止し、販売店またはオリンパ 
スサービスステーション（裏面参照）に御相談ください。 

■ AC アダプタやコードび熱い、焦げ臭い、煙び出た場含。 

‘ AC アダプタのコードに傷、断線、またはフラグに接触不良びあった場合。 


ほ。条件についてのご注意 


• 本製品には精密な電子部品び組み込まれています。本製品を使用中またはな管 
する場合、な下のよラな場所で長時間使用したり放置すると動作不良や故障の 
原因となる可能性びありますので避けてくださし、。 

■直射曰光下や夏の海岸、窓を閉め切った自動車の中、；令暖房器、加湿器のそば 
など 

■高温多湿、または温度■湿度蜜化の激しい場所 
■砂、ほこり、ちりのをい場所 
■ 火気のある場所 
■ 水に謂れやずい場所 
■激しい振動のある場所 

• カメラを落とした0ぶつけたりして、強い振動やショックをちえないで < ださ 
い。 

• レンズを直射日光に向けて撮影または放置しないでください。 CCD * の滤色- 
焼きつきを起こずことびあります。 

• 長期間使用しないと、カビびはえたり故障の原因になることびあります。使巧 
前には動作点検をされることをおすずゆします。 

• 三脚に取り付ける際、カメラを回さず、^脚のネジを回してください。 

• 本体の電気接点部には手を触れないで<ださい。 

• レンズに無理な力を加えないでください。 

》 CCD ( char 呂 e C 日叩 led device ) とは、レンズを通して入ってきた光を受け 
て、電気記号に変換する素子 I 





安全にお使いいただ < ために 


液晶モニタとバックライトについて 


• 一般にな温になるにしたびってバックライトは点打に時間びかかったり、一時 
的に変色したりする場合びあります。寒冷地で使用ずる時は、な温しなびら使 
用してください。低温のために性能の低下したバックライトは、南温に戻ると 
回復します。 

• 液晶モニタは強く押さないでください。画面上ににじみび残り、画像び正しく 
再生されなくなったり、液晶モニタび割れたりする恐れびあります。 

• 被写体び斜めの時、液晶モニタにギザギヴび見えますび、故障ではありません。 
再生時には目立たなくなります。 

• 液晶モニタの画面上下に光び帯状に見える事びあります。また、晴天下のよラ 
な明るい場所で撮影した画像には、わずかに織スジび入る場合びありますび、 
故障ではあ0ません。 

• 本製品の液晶モニタは、精密度の高い技術でつく5れていまずが、一部に常時 
点打あるいは常時点灯しなし個素が存巧することがありまず。これ5の画素は、 
記録される画像に影響はありません。また、見る角度により、特性上、色や巧 
るさにむ曰が生じることがありまずが、液晶モニタの構造によるもので故障で 
はありません。ご了承ください。 

• 本製品の液晶モニタに使用している液晶画面のパックライトには寿命がありま 
す。画面が暗くなつたり、ち 日つ を始めた6、オリンパスサービスステー シヨ 
ン（裏面参照）にお問い合わせくださいり呆証期間がの修理は有料となります)。 
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各部の名前を確認しましよう 


参 DC 入力端子 



♦ USB 端子 


♦マク□レバー 


-参セルフタイマー 
















液晶モニタの表巧 




参撮該モード画面 


⑤ 露出補正- 

③ フラッシュ- 

④ ドライブ- 

( D 測光- 

⑥ ホワイトバランス- 




-⑩デジタルテレ 


⑦メモ U ゲージ- 
® 内蔵メモ U — 



-⑩函質 

-④撮影可能か数/が数 



垣目 

表示例 

① 

電池残量 

口 

瓦 

露出補正 

+ 1.巳、+2.0、 一1 .已、 一2.0 


フラッシュ 

<§> を©も がを 

百 

ドライプ 

□ Q 鸟 1资 

查 

測光 

日 


ホワイトバランス 

み 公> み爲 


メモ1」ゲージ 

□白白 


内蔵^モ U 

■ 


撮影可能枚觀 / 砂戳 

に股觀)、 12" 渺戳） 


デジタルテレ 

1.日 X 、2.0 X 、 3.2 x , 4.日 X 


画質 

SHQ 、 HQ 、 S 白]、 SQ 2 


_参照頁_ 
P .1 巨 
P .41 
P .31 

P .3 己，3白.巨 1 
P .43 
P .44 
P .1 已 
P .1 已 


I ]乂モ]’ B マークは、カメラの巧蔵メモ U を使 ffl しているとさに表示されます。力— 
ドを挿入しているとさは表示されません。 

-メモ U ゲージは撮影しているとさ、 f 呆巧しているとさの変化を表していま 
ず。 

I — メモリゲージ- 


撮影でさまはん 
(すべて点巧） 




f 晶モニタのまお 


参再生モード画面 


壬)電池残量— 
愛プ□テクト- 


< £OU 

ぶ分-^-;が 


• ③動画/フ U ント予約 


©露出補正 
® ホワイトバランス 

⑦ フアイルナンバー 

⑧ 日時表示 

® コマナンバー/撮影時間 
⑩内蔵メモ U 


CT ) 電池残量_ 

霞プ□テクト 
感 動画/プ U ント予約 
④画質 
霞露出補正 
感ホワイトバランス 
⑦ファイルナンバー 
⑥曰時表を 
勇）コマナンバ ー/ 撮影時間 
⑩内蔵メモ U 


因 

巧旦 _ 

SHQ 、 HQ 、 SQ 1、 SQ 2 
+ 1.己、 +2.0, 一 1.己、一吕 .0 

み必や爲 


' 01 . 01 . 0112:00 
12椒数)、 12" 嫩数） 


[^モ1再ち画橡の i 羊細情報の表示については、「液晶モニタに画像情報を表示ずる 
は ( l ^ P .68 )J を参照してください。 

電地残量- 

- ► r ~31 - ► 表のなし 

点打(撼） 点滅(ホ） （緑ランプ点減） 

電ミ也の残量は十分にあ0 電ミ也の残量びかなくな0 電池の残量び完全になく 
ます。 ました。新しい電池と交なりました。着 f しい電巧 

換してください。 と交換してください。 







トラップをつけましよ 





注意> 上記にしたびって正しく取り付けてください。巧 一、 誤った取り巧けによりス 
トラップが列れてカメラを是とした場合、損害など一切の責任は当社では負い 
かねまずのでご了承<ださい。 
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電池を入れましよラ 


1 LU 下のことを$き IS してください。 

-レンズパ ’ U アび閉じていること 
-液晶モニタび消灯していること 
-緑ランプび消むしていること 


2 電池カバーを®の方向にずらし、⑨の 
方向に引き上げまず。 

■ J 図のよラに電池の向をを正しく合わせ 
て入れまず。 



4 電池カバーを©の方向に引を下げ、 
マークをしっかり巧しながら 
©の方向に巧し込みます。 



f メモ1-電地カバーが閉まりにくいとさは無理に巧さず、電地カバーの刻印の 
roPENj とマーク J の部分を両手の親指でしっかりがしながら 
閉めて < ださい。 

-電地をがして約1時間巧置すると、すべての設定は初期のが態に戻ります。 
-液晶モニタ使用時、電地残量ががなくなると、電池マークがホで表示されま 
す。さ6に電池びなくなると液晶モニタび消灯し、緑ランプび点滅します。 
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電池を上手に選ぶには 


•リチウム電池パック 


当社製 U チウム電池パック （ L 己- 01) は寿 
命び長く、旅行などにち便利です。 （ IJ チウ 
ム電池パックは充電でさません。） 


•充電式電池 



当社製ニッケル水素電池（充電器セット 
巨 U -40 SNH ) は、 i 最影後に充電すると繰 
り返し使用でさるので経済的です。また、 
低温にち強く、寒い地域でを有効です。 


•アルカリ電池 



旅行先などで電池び消耗してち、どこでち入手しやすい単3アルカ U 電池び 
ご使巧いただけます。(餘柄や使用条件によって撮影可能枚数び大さく変わり 
ます。ご使用の際は液晶モニタをこまめにお切りください。） 


ミち意^マンガン電ミ也は使巧できません。 





AC アダプタをほうには（別売) 


別売の専用冉 C アダプタ C -7 AC (6 V 
用）で、家庭用電源（冉 CIOOV ) か 
ら電源を取ることびでをます。 





カメラをパソコン等に長時間接続する場合、電池を用いると途中でミ肖耗し 
て、画橡データにトラカレがちじることがありまず。 AC アダプタのご博巧 
をおすすめします。 

カメラの電源が入っている時に AC アダプタを巧き差ししないでくださし、。 
カメラに設定されている設定幢にトラブルび生じる場ちがあります。 

緑ランプび点滅中に AC アダプタの巧き差しは絶対に行わないでくださし、。 
本書の「まをにお桂いいただくために （ II ^ P .7) J を必ずお読みください。 



力ード（ス7-トメディア）を使ラには（別売) 


旅行などで枚数をたくさん撮影するときは、カードを使用すると便利でず。 
カード挿入時は、カードで撮影•再生びでをます。カードを振くと、カメラ 
の内蔵メモ I 」で撮影-再生びでをます。 

1 LU 下のことを確認してください。 

-レンズノく|」アび閉じていること 
-液晶モニタび消なしていること 
-緑ランプび消むしていること 



3 力ードを図のち向につきあたるまで差 
し込みます。 

力ー ドカ^ く一の内側にカード挿入ち向 
のマークびあります。 



カードをぉ<とさは、カードを指先で 
ちって矢印のち向に引さ损をます。 
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力ード (スマートメディア)を使ラには(別売) 


4 カードカバーをカチッといラ音がずる 
まで閉じまず。 



[ 5 ^ 



簿 


オリンパス製- Lexar 製むかの巿，坂の力ードや、パソコンなど他の機器で 
フォー マツ ト(初期化）した力ードは、このカメラでは認識されないことがあり 
ますので、 ご 博巧になる前にあ6かじめこのカメラでフォー マツ ト(初期イヒ）し 
てください。「力ード/メモ U を初期化態に戻ずには ( c 蛋 P .70 )J 


-カメラの電源び入っているとをは絶巧にカードカ八~一を開けたり、カードや 
電 地を取り出したりしないでください。カード巧のデータが破壊されること 
びちり、データの復旧はできません。 

-カードは精密機器です。無巧な力や衝撃を与えないでください。カードの金 
色の金属部分には直接手を軸れないでください。 

-力ードにライトプ□テクトシールが貼ってちる場ち、操作でさ 
ない機能がちります。操作する場合は、このシールをはびして 
ください。 ライトプ□テクト- 

シー ル 



撮彰可能议数 （おおよその枚数です) 


カード\\画質 
の記憶容量 

SHQ 

HQ 

SQl 

SQ 2 

内蔵メモ U 

約]枚 

3 

4 

7 

4 MB 

6 

12 

16 

29 

8 MB 

12 

24 

33 

百8 

16 MB 

2 已 

49 

巨已 

110 

32 MB 

已 1 

99 

132 

221 

64 MB 

102 

199 

2 巨已 

442 

128 MB 

204 

399 

己32 

887 
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電源の ON/OFF 


•撮影するとを 

電源 ON …レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 
電源 OFF …レンズバリアを閉じます。 


電源び切れます。 

電源 ON 電源 OFF 



ドを詔、識でさません J と表示び出まずび、故障ではありません。カメラの巧 
蔵メモリで撮影ができまず。 

- 3分間なにち操巧しないと節電状態になります。撮影を再開するには、電源 
を ON にして<ださい。 

•再生するとま 

電源 ON …レンズバリアが閉じた状態で (§) ボタンを巧します。 

再生モードで電源び入ります。（液晶モニタび点灯します。） 

電源 OFF …@ボタンを巧します。 


電源び切れます。（液晶モニタび消灯します。） 
レンズバ I 」アび 電源 ON 電源 OFF 





3分間なにも操作しないと節電状態になりまず。再生を再開ずるには、電源を 
ON にしてください。 
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—のしぐみ 


% 

メニューの表ち 

... 

甲. f 

) 



メニュー項目はボタンを押して還}尺します。 






V 


の ▲ 


到解綱 

I 咖義 :1 


選択している項目の色び変わり、項目ご 
とにづ〇マークび出ますので、マークの 
方向に合わせて0)@ボタンを巧すこと 
びでをます。 

メニューの下に巧すことのでさるボタン 
び表示されます。 


「メモ]! . 撮影時と再生時では、メニューの表示が_部異なります。 

-現巧の設定はメニューの中の [] 内に表示されます。 

-設定のしかたやカードの有無によって、還巧でさない頂目があ D まずが、故 
障ではありません。 

-メニューを表示中にシャッターボタンを巧すと、そのとさに表示（遺巧）さ 
れている設定が態で撮影することびでさます。 
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日時•時刻を設定しましよう 


©ポタンを巧します。 

液晶モニタび点なします。 

@1ボタンを巧します。 


再生メニューび表示されます。 





または^ポタンを巧して[設定] 
を選択し、参)ポタンを巧します。 


^または巧> ボタンを巧して[曰時設 
定]を選択し、ポタンを巧します。 


^または@ボタンを巧して曰付の順 
序を、 Y - M - D 件月日）、 M - D - Y (月日 
年)、 D - M - Y (日月年)から選択し、ポ 
タンを巧しまず。 

日付入力に変わります。 


メモリ—セットアッブ 
^ビーブ音~~ [ W ^ 
巧ま I モニタ誠整" 

柄ホ I 八ツクア’リづ 

W で。 自居で-にで[日す 

鸣巧定 00:00 


> ♦匡] 爱巧 ■ 


西ホ|| メモリーセツトアツブ 

峰ビ-ブ章~~ 

巧を I モニタ說 S ； 

柄ホ I バッ々ァッィ 

…刊 曰時’ 01.01 .01 
啤 武定 00:00 


广終了今国 資き ♦!> 


[ 設定♦をの I 


















日時•時刻を設定しましよラ 


6 ^または巧>ボタンを巧して最初の項 

圓 晤麗慶 

目を入力し、ボタンで次の項にすず 

巳 \ 

みまず。 

口 1 

次の項目に移動します。 





7 同様の操作を繰り返し、時刻まで入力 
しまず。 

■ g 時報の0秒に合わせてボタンを押 
しまず。 

曰 時び設定されます。 


% 


9 @ボタンを巧しまず。 

液晶モニタび消なします。 


愛 


ミ主^電池を巧いて巧置したり電ミ也が消耗していると、日時の設定が消えたり握れた 
0しまず。大切ならのを撮る前には、日時の設定が正しいことを確認してくだ 
さい。 


[乂モ]撮影モード、再生モードのどち5か5も同じ手順で設定することびでをます。 
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カメラの正しい構え方を練晋しましよう 


両手でしっかり力ラを持ち、脇をしっかりしめます。 

たて位置の時は、フラッシュび上になるようにカメラを持って、静かに 
シャッターボタンを巧します。 

巧位置 たて位置 




悪い例 

レンズとフラッシュに指やストラップびかからないよラ、ご注意ください。 



[■メモ!シャッターを巧し込んだ時にカメラびぶれると、されいな画橡げ撮れません。 
正しく精えて、静かにシャッターボタンを巧しましよう。 





撮影すると画像は力分ラの内蔵メモ u に保をされます。別売のカードを挿入 
しているとさは、カードに保をされます。 


•ファインダを見て撮 D ましよう 


I レンズバリアを開けまず。 

カチッと音びするまでスライドさせて 
ください。 



2 ファインダ内の夕ーゲットマークに撮 
りたいものを合わせまず。 

60 cm じ(内の距離で撮影するとをは 
r 近くのものを撮りましょう(降 P .3 己)」 
を参照して < ださい。 

2 シャッターポタンを軽く巧しまず。 

(この状態を半巧しといいます。） 

ファインダ横の緑ランプび点'灯します。 
シャッターボタンを半巧ししている間、 
露出び固定されます。 

4 半押しの状態か5、さらに シャッ ター 
ボタンを巧し込みます。 

(この状態を全巧しといいます。） 
撮影されます。 



/ 


.1* \ 




が^ 

〇 


/ 


\ 







♦お晶モニタを見て撮0ましよラ 


撮影しましよラ 



2 @ボタンを押します。 

液晶モニタび点むします。 

再度盾)ボタンを巧すと、液晶モニタび 
消むします。 

2 液晶モニタを見なが日構図を巧めます。 

4 ファインダを使った撮影と同じ手順で 
撮影します。 

「♦ファインダを見て撮りましよラ 
(腐ぶ8)」 




r メモ1’シサッタ-ボタンを半巧しして緑ランプが点滅しているとさは、スト□ボ?5 
電中でず。撮影後に緑ランプび点滅しているとをは、画像をな巧中です。点 
滅がおわるまで、約2〜40秒お待ちください。 

-メモリゲージびいっぱいになると撮影できません。数巧待って、メモリゲー 
ジがミ肖灯してか6撮該してください。 

-晴天下のように明るし\場所で撮影したと击、わずかに織スジび入る場合があ 
りまずび、故睛ではちりません。 

-液晶モニタは構図を確認ずるものでず。手ぶれやピント、正確な露出につい 
ては、パソコン画面で醒 IS してください。 

• 液晶モニタを使って撮影した場合、画像を保存する時間が長くなりまず。 
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撮影しましよラ 


主^- シャッ ターボタンは静かに巧してくださし 1。 シャッ ターボタンを強く巧ずと 
カメラが動き、写真がぶれる原因になります。 

-緑ランプの点滅中は、絶対に電池や AC アダプタを巧かないでくださし、ま 
た、カードカ A "— を開けないで < ださい。撮該した画像がお存されないだけ 
でなく、撮影ミきみの画像び破壊される恐れびありまず。 


•ファインダと液晶モニタを使い分けましよう 



ファインダ 

液晶モニタ 

こんな撮影に 

スナップや風景写真など、 
気軽に次々と撮影したいと 
き（約 60 cm 〜遠距離） 

人物やなのアップなど近< 
を撮るとき（約2已 cm 〜 
60 cm ) 

長所 

■カメラびぶれに<い 
■周囲び明るくてち撮りたし'! 

ものびはつをりと見える 
-電池の消耗び少ない 

実隙に撮影する範囲を正し 
く確認でさる 

短所 

近くのちのを撮影すると 
ファインダで見える節囲と 
撮影画像にズレび生じる 

■手ぶれび起こりやすい 
■周囲び明るいとをや暗し、場 
合、見スにくい 
-電池の消耗び早い 




ファインダで見える範囲より、実際にはやや広い範囲び撮影さ 
れまず。 

撮るものの距離び近いとを、図のよラに実際に撮影される範囲 
(斜線部）とファインダで見ている範囲との間にズレび生じま 
す。 
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フラッシュをほいましよう 


このカメラのフラッシュは、暗いところや強い逆光の場合には自動的に発光 
(オート）しますび、状況に応じて発光のしかたを変更することもで去ます。 


I レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ボタンを巧します。 

撮影メニューび表示されます。 



% 


3 


4 


5 


运> または^ポタンを巧して[撮影]を 
選択し、 (0 ボタンを巧します。 


鱼> または W ボタンを巧して[フラッ 
シュ]を選択し、ポタンを巧します。 


鱼> または^ボタンを巧して[才ート] 
祿目]階制発光] [ OFF ] 政罰破景ホ 
目]から選択しまず。 

それぞれの機能については「フラッ 
シュを上手に使うには Ci ^ P .33)」 を 
参照して < ださい。 
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フラッシュを使いましよラ 


6 ボタンを巧しまず。 

フラッシュモードび設定されます。 

ちラー度@1ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 

7撮影しまず。 


% 


「メモ! ‘レンズバリアび開いたが態でボタンを巧ずと、捐なのフラッシュモード 
が確認でさまず。さ6に (0 ボタンを f 甲すとフラッシュモードが変わります。 


i=i=SEF=J 


■ 心 

-フラッシュの光び届く節囲は、約2.已 m まででず。 

-レンズバリアを閉じると才ート（初期設定）に戻ります。赤目 （<§>) のみ、 
レンズバリアを閉じてを設定は保持されまず。 



ミ主意^ -緑ランプが点滅しているとさは、フラッシュ充電中のためシャッターが切れ 
ません。緑ランプび消打するまでお待ちください。 

-近しぶ巨離でフラッシュ撮影ずると影が目立ったり適正な明るさにな5ないこ 
とびあります。 

-連写•パノラマ•動画撮影ではご使用になれません。 
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フラッシュを上手にほうには 


撮影状況-目的に合わせてフラッシュモードをお選びください。 

•才ート(表示なし） 

暗いときや逆光のとさ、フラッシュび自動的に発光します。 

逆光で撮影するときは、撮りたいものにターゲットマークを合わせて撮影し 
て < ださい。 

♦ホ目(の） 

人物を撮影すると目びホく写ることびありますび、「赤目」に設定するとこの現 
象び軽減されます。本発光の前に数回予備発光を行い、目び赤く写ってしま 
う現象を起こりにくくします。 



目びホ<写ります 


ミち意5■-予備発光のため、シャッターび切れるまで約吕砂かかります。カメラをしつ 
かり福えて手ぶれを防いでください。 

-フラッシュを正面か6見ていない場合、予備黄巧を見ていない場合、距離が 
遠い場合などや個人差により、赤目軽減の効果げ現れにくくなりまず。 

•強制発が U ) 

フラッシュを必ず発光させます。陰などで顔にかかった陰をやわらげるとを 
や、逆光、壁光ななどの人工照明下での撮影のときに使用します。 



を意を非常に明るい状況下では、効果があ6われにくくなることびあります。 








フラ ッシ三 を上手に使ラ には 


• OFF ㈱) 


暗いところでをフラッシュは発光しません。フラッシュび使えない場所での 
撮影に使います。 

♦夜景(み） 


夜景を撮該するとさに使います。 

シャッター速度を遅くして周囲の状況を捉え、最初にフラッシュを発光させ 
る撮影方法です。 




♦夜景ホ目(かを) 


夜景をバックに人物を撮該するときに使います。 

シャッター速度を遅くして周囲の状況を捉え、最初にフラッシュを発光させ 
る撮影方法に加え、予備発光を行なって赤目を軽減します。 



—— ---- — -— —■ .. . . 

も主^フラッシュモードび OFF (©)、夜景（か)、夜景赤目（か <§>) のときは、 
カメラのぶれを防ぐため、 E 脚のご使用をおすすめします。暗い場巧では手ぶ 
れ警晋として縁ランプが点滅しますが、撮影できます。また、動いているをの 
を握るとぶれて写ります。 




















近くのをのを撮りましよう（マクロ) 


2已〜已 Ocm の距離で撮影するときに使います。また、已 OcmLU 上の距離で 
わ撮影でをます。周囲び明るい場所(晴天の雪山など）での撮影に効果的です。 



2 マク□レ/(—を化マークの方向にスラ 
イドさせます。 

マク□をやめるとさは、マク□レバー 
を元の位置に戻します。 




r 乂モ1レンズバリアを閉じるとマク□が解除されます。 


薇 


-マク□レ/':一はしっかりとスライドさせて<ださい。 

-マク□撮穀時は、2巳 cmW 上の距離をなってください。 

- 2已 cm む下に近づくと、シャツターは切れますび、ピントは合いません。 

-フラッシュ使巧時は影び目立ったり適正な明るさにな6ないことびちりま 


ず。 
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セルフタイマーをほって撮るには 


セルフタイマーを使って撮影びでさます。力 ラを=脚にしっかりと固定し 
てから撮影してください。 


I レンズバリアを開けまず。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ボタンを押しまず。 

撮影 ニューび表示されます。 



3 



4 


5 


^または^ボタンを巧して[撮影]を 
選択し、 S ボタンを押しまず。 



^またはボタンを巧して[ドライ 
ブ]を選択し、ボタンを巧しまず。 


^または巧？ポタンを巧して[セルフ 
タイマー]を選択し、‘タンを巧し 
まず。 

セルフタイマーび設定されます。 

ちラー度ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 
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セルフタイマーを使つて撮るには 


ら 撮影します。 

セルフタイマーランプが10砂点灯し、 
2砂間点滅した後撮影されます。 



I■メモ!.1枚撮設を、セルフタイマーは自動的に稱除されまず。 

. シャツ ターボタンを巧したをに撮影を中止したいとをは、レンズバリアを閉 
じて < ださい。 




化大して撮るには（デジタルテレ) 


1.已倍、2倍、 3.2 倍、4倍と段階的にデジタル望遠撮影ができます。 

3.2 倍と4倍の望遠撮影は、画質モードび 「 S 日2」のとをのみ設定可能で 
す。 r 画像のクオ U テイとサイズを変えるには Cd ^ P .46)」 


I レンズバリアを開けまず。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ^ボタンを巧しまず。 

液晶モニタが自動的に点灯します。 



3 



液晶モニタを見なび5^または巧^>ボ 
タンを巧します。 


^ボタンを巧すたびに [1 .已 X] 一 [2.0X] 
一にぶ X] 一 [4.C1X] と変わります。 

^ボタンを押すたびに [3.2x] 一 [2.0X] 
一 [1 .日 X] 一表示なし (1.0) と変わります。 



4 液晶モニタを見なび5撮影しまず。 


f メモ 1 • (g) ボタンを巧すと液晶モニタが OFF になり、デジタルテレが解除されま 
す。 

-デジタルテレで撮影ずると、画像び粗くなることびあります。 
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連続して撮るには（連写) 


シャッターボタンを巧している間、8枚政上 CH 曰時）の静止画を連続して 
撮影する機能です。連続した画像の中から巧みの画憬を選べるため、動いて 
いるちのの撮影におずすめです。連写した中から特定のコマ政列•のちのは、 
消去することもできます。「不要な画傲を消ましましょう Ci ^ P . 己已)」 


I レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ポタンを巧します。 

撮影メニューが表示されます。 


% 



3 


4 


5 


またはポタンを巧して[撮影]を 
選択し、ボタンを巧します。 


^またはボタンを巧して[ドライ 
プ]を選択し、参)ボタンを巧します。 


鱼> または W ポタンを巧して[連写]を 
選択し、‘タンを巧します。 

連写び設定されます。 

をラー度®,ボタンを巧すと ニュー 
び終了します。 



国像 J 

設定」 
_ i 

























連続して撮るには(達写) 


ら 撮影しまず。（シャツターボタンを押している間、連写ができまず。 
シャッターボタンから指を離ずと連写が止まります。） 


[■メモ! . レンズバリアを閉じると連写が解除されます。 

-フラッシュは使用できません。 

-手ぶれを巧さえるため、 シャッ ター速度は最長1/30秒に設定されていま 
す。そのため暗い被写体は通常より暗く写る場ちがちります。 

-連写をは、画像の保巧にしば5<時間びかかります。 

-連写可能な巧数は、画質モードやカード使巧の有無などにより変わってきま 
す。たくさん撮りたい場合はカードの使用をおすすめします。 




画像の明るさを巧えるには（露出補正) 


露出は撮影時に自動的に決まりますび、撮りたいものにあわせて0.已段刻み 
で+2まで補正できます。 


「メモ]! . 撮りたいものと背景のコントラスト湖暗の差)ぴ非常に大走し谓合などに使 
用すると、適正な日月るさ(霊出)が得6れます。 

-白いものを白く写したいときは [+] の補正、黒いものを黒く写したいときは 
[一]の補正をすると効果的でず。 


I レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 



2 ボタンを巧します。 

撮影メニューび表示されます。 


% 


3 


运> または@ボタンを巧して[撮影]を 
還巧し、9ボタンを巧しまず。 



霊化補正 [ 0.0 ]| 

フラッシュ[オー h]l 

国を 

巧イブ [ 〇 ]| 

M3E [因] 1 

設定 

ファシクシ ^ ン ^ 髮 J 

耐 

1 III i1' !i 1 1 iW 


4 必またはのボタンを巧して[露出補 
正]を選巧し、9ボタンを巧しまず。 























画像の明るさを変えるには(露出補正) 


5 


^または^ボタンを巧して補正値を 
選択し、ボタンを巧しまず。 

プラス [+] で明る <、マイナス [-] で暗 
<なります。 

露出補正値び設定されます。 

もラー度ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 



ら 撮影しまず。 



r メモ1-レンズバリアを閉じると、露出補正が0.0(初期値)に戻りまず。 

-露出補正すると、液晶モニタに表示されている画像の明るさら変わります。 
撮るものが暗いときは変化びわかりにくい場ちげあるので、そのときは撮影 
した画像を再生してご確認<ださい。 


^注意^ -フラッシュを梗用ずると意図した日月るさ(露出)で撮影でをないことがありま 


撮るものの周囲び極端に明るいときや極端に暗いときは、露出補正では補正 
でさないことびちります。 
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撮日たいものび明るすぎる/おすぎるとをには（スポット測巧) 


逆光のときは、通常の測光の設定値（デジタル ESP 測光）では撮りたいもの 
び暗くなります。この場合、スポット測光に変更すると、背景の光に影響さ 
れることなく、ファインダ中央部の明るさに合わせて撮影できます。 


1 レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 

2 ボタンを巧します。 

撮影メニューび表示されます。 



3 または^ボタンを巧して[撮影]を 
選択し、ボタンを巧します。 

4 ^または@ボタンを巧して[測光]を 
選択し、@ボタンを巧します。 



く ^または^ボタンを巧して[スポッ 
卜測光]を選択し、ボタンを巧しま 
ず。 

スポット測光び設定されます。 

ちラー度 (§1 ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 



ら 撮影します。 


[乂モ]レンズバリアを閉じると ESP (初期設風に戻りまず。 





















その場の巧巧に合わせて撮るには（ホワイトバランス) 


自然な色合いで写るよラ自動的に調節する r オートホワイトバランス」を採用 
していますび、天候や照明などにより思い通りの色に仕上びらないときは、 
ホワイトバランスを設定してください。 


f メモ]!ホワイトバラジスの設定 

才ート 液晶モニタに表示はありまはん。 

自おな色合いで写るよラ自動的に調藝しまず。 
晴天け! む 晴れた屋巧で自おな色に写りまず。 

量巧(ど么）曇った屋巧で自おな色に写りまず。 

電巧(ろ}) 電球のなりで 自 巧な色に写りまず。 

ま巧灯货其） 苗光灯の灯 D で自おな色に写 D まず。 


I レンズバリアを開けまず。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 タンを押しまず。 

撮影 ニューび表示されます。 

3 ^またはボタンを巧して[画像]を 
選択し、 S ボタンを巧しまず。 


4 ^またはボタンを巧して[ホワイ 

トバランス]を選択し、@ボタンを巧し 
まず。 
















その場の状況に合わせて撮るには(ホワイトバランス) 


く 必または佩ボタンを巧して[才ート] 
[晴天] [量 天][電球][堂光な]から選択 
し、信ポタンを巧します。 

ホワイトバランスび設定されます。 

ちラー度ボタンを巧すと ニュー 
び終了します。 


ら 撮穀します。 


r メモ1-レンズバリアを閱じると、ホワイトパランスが才ート（巧期設定）に戻りま 
ず。 

-自おな色に仕上びりにくいのは、人工的なお巧と自が光び混じっているとき 
や苗光な照明のとをなどでず。 

-電球の下で見たままに近い雷囲気で撮りたいときなどは、 r 晴天 J に設定ずる 
と効果的でず。 

注意> • 特殊な光源下では、ホワイトパランスが思ったとおりに機能しない場合びあ 
りまず。 

-設定値が'最適かどうか、撮影後必ず液晶モニタで画像を再をして色を確認し 
て < ださい。 


报梦ず hK 看皆及 

才—卜 1 

や 

暗天 1 

な 

畳て 1 

々- 

墨揉 J 


巧 光： m 







画像のクオリティとサイズを変えるには（画質) 


撮影ずる画徹の画質を選択します。 


※ピクセルとは、画像の大ささを表す単位 


画質の設定 


SHQ 

{スーパー A イクオリティ） 

きれいにプリントしたいとさ、大さくプリントした 
いとを、バソコンで画像を加工したいとを 
(1280 X 960ピクセル*) 

HQ 

(バイクオ U ティ） 

バソコンで函撒を見るとをやプ U ントするとを 
(1280 X 960ピクセル*) 

SQ 

{スタンダードクオ IJ ティ） 

E メールに添付するときや枚数をたくさん撮りたい 
とを 

SQ1(1 日24 X 7日扫ピクセル*) 

SQ2 (日40 X 4扫日ピクセル*) 


1 レンズバリアを開けまず。 

撮影モードで電源び入ります。 

2 (§L ポタンを巧しまず。 

撮影 ニューび表示されます。 


% 



3 

4 


^またはボタンを巧して[画像]を 
選択し、 S ボタンを押しまず。 


^またはボタンを巧して[画質]を 
選択し、ボタンを巧しまず。 
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画像のクオリティとサイズを変えるには(画質) 


5 


必または啄ボタンを押してに HQ] 
[HQ] [SQ1] に Q 吕]から選択し、 (g^ ポ 
タンを巧しまず。 

画質び設定されます。 

もラー度 (§1 ボタンを巧すと ニュー 
び終了します。 


画覽 

SHQ 1280x960 ； 

HQ 1280X960 

I 

1 

SQ11024x768 

sS ろ G4DX480 





ら 撮影します。 


控 


-レンズパリアを閉じても画質モードはをねりません。 

-画質の設定により撮影可能巧数が変わりまず。 

- HQ と SHQ の画素数は同じでずが、 SHQ のちび圧縮率がほいため、引さ伸 
ばしたときの画嫁がきれいでず。また、 SHQ は保存•再生の時間が長くなり 
まず。 

-撮影可能巧数がみないときに高画質に変更すると、メモリまたは力ードの警 
普マークび表示されることがありまず。この場合は、メモリまたはカードの 
容量びたりません。別の画質を還巧してください。 


警告 マーク 


画覽 

SHQ 

1280x960 J 

HQ 

MxM f 

SQ1 

化之 4x7 が I 

SQ2 

則 [)X4 卵！ 
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パノラ 7 撮露をするには 


才 U ンパスの標準力ード(スマートメディア)にはパノラマモードび付いてい 
るので、パノラマ撮影び楽しめます。何枚かの画徹を CAMEDIA Master (別 
売ソフト）でつなざ合わせ、]枚のパノラマ合成画债を作成します。 

必ずカードを入れてから操作してください。 

I レンズバリアを開けまず。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ポタンを押しまず。 

撮影 ニューび表示されます。 


% 



3 



4 


5 


^または^ボタンを巧して[撮露]を 
選択し、のボタンを巧しまず。 


^または^ポタンを巧して[フアン 
クション撮影]を選択し、ボタンを巧 
しまず。 


^またはボタンを巧して[パノラ 
マ撮穀]を選択し、ボタンを巧しま 
す。 

パノラマび設定されます。 

液晶モニタが自動的に点灯します。 
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パノラマ撮影をするには 



g 終了するにはボタンを巧してください。 


《）：次の画徹をちにつなげます。 


0) :次の画傲を左につなげます。 


巧？：次の画傲を上につなげます。 
巧> :次の画徹を下につなげます。 


被写体の端が重なるように撮影します。 


最大10枚までパノラマ撮影び可能で 


十字ボタンでつなげる方向を指定しま 


[メ ： P ||レンズバリアを閉じるとパノラマが解除されます。 

注意^*標準力ードを使用しないとパノラマ撮影はできません。また、標準力ードけ 
列の力ードでは、パノラマ撮影は設定できません。 

-パノラマ合成はカメラ本体ではできません。別売のソフトが必雷でず。 

-露出•ホワイトパランスなど1枚目でミ夫定されます。1巧目に太陽を入れた 
撮穀などしないで < ださい。 

- HQ/SHQ モードでを量の A ソラマ撮影をずるとパソコンのメモリ不足にな 
ることびありまずので、 SQ モードでの撮影をおすすめします。 

-パノラマモードではフラッシュはご使用になれません。 
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撮った画像を ii 認しましよう 


コマ再生) 


液晶モニタに]コマずつ、画傲を再生します。 

カードを挿入しているとをは、カードの画像び再生されます。内蔵メモ U の 
画像を再生すると去はカードを抜いてください。 



液晶モニタび点灯し、最儀に撮影した 
画债び表示されます。 



■ 2 食)またはボタンを押しまず。 

0) ボタンで]コマ前を表示します。ボタンで;欠のコマを表示します。 

J 再生をやめるときは、 (§) ボタンを巧しまず。 

液晶モニタび消灯して電源び切れます。 


「メモ1 . 撮影モードで ( g ) ボタンを吕回すばやく巧す（ダブルクリック）と再をモー 
ドに入ります。 

-電源を入れた樹こ液晶モニタが一瞬光り、しば5 くしてか6画像が表示され 
ることびありまずび、巧障ではちりません。 
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複数〕 7 ずご醜 J 綺ホするには（インデジクス再生) 


1コマ再生の状態からインデックス表示します。 

1 レンズバリアを閱じて (§) ボタンを巧し 
ます。 

液晶モニタび点灯します。 


% 



3 


4 


( g ボタンを巧ずと緑の粋が次のコマに 
移動し、 0) ボタンを押すと前のコマに 
移動します。 


ボタンを巧します。 

1コマ再生に戻ります。 
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’数コマずつ画像を表示するには(インデックス再生) 


•インデックス再生のコマ数を変更するには 


インデックス再生のコマ数を4コマ、9コス ] 6コマの中から選択します。 


I レンズバリアを閉じて©ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタび点なします。 


感 


2 ボタンを押しまず。 

再生メニューび表示されます。 


% 


3必またはのボタンを巧して[再纪を 
選択し、 S ボタンを巧しまず。 

4 ^または巧？ボタンを巧して[イン 

デックス表示]を選択し、 (0 ボタンを巧 
しまず。 



く ^または^ボタンを巧して [4] [目] 
[1 巨]から選択し、 (§) w ボタンを巧しま 
す。 

インデックス再生のコマ数び設定され 
ます。 

もう一度@1ボタンを押ずと、 
ニューび終了します。 








すべての画像を表示するには（自動再を) 


I レンズバリアを閉じて(@)ボタンを巧し 
ます。 

液晶モニタび点好します。 


變 


2 ボタンを巧します。 

再生メニューび表示されます。 


1 


3 

4 


&または@ボタンを巧して[再を]を 
還巧し、@ボタンを巧しまず。 

运> またはな> ボタンを}甲して[自動巧 
生]を選巧し、@ボタンを巧しまず。 


鼠 し自 Ji 田也 




ブリント予約 


画な情巧表示[オフ ]I 


イシデッをを-示 [ 9 


く または巧>ボタンで「スタート」を 

選択し、 (§) jn ‘タンを巧します。 

自動再生びスタートします。現在表示 
中の次のコマから3砂間ずつ表示しま 
す。 

自動再生をを中止するときは(§^,ボタ 
ンを巧します。 


有重踊哩 





「メモ]!動画 ( gp ) マークのついている画像を表示中に、再生メニューを表ちずると、 
[自動再生]び還巧でさません。静止画を表示させてか6操作してください。 
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画像を化大して表示するには（化大再生) 


1コマ再生の状態から1.己倍、2倍、2.已倍、3倍と段階的に拡大表示しま 
す。撮った画徹の細かい部分を確認したい時に便利です。 


I レンズバリアを閉じて (§) ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタが点なします。 


愛 


2 


ボタンを巧しまず。 

のボタンを巧すたびに].己倍、2倍、 
2.已倍、3倍と拡大表示します。 



3 



J 広大中に(§)。<ボタンを巧すと、スク 
□ールモードになりまず。 

の必食) (0 ボタンで前後左右にスク 
□ールさせて、見たい部分を表示しま 
す。 

もう一度@1ボタンを押すと、スク 
□ールモードを終了しまず。 



4 スク□-ルモード終了後に^ボタン 
を押ずと、1倍の1コマ再を画面に戻 


りまず。 


f メモ]!動画 （ gp ) マークのついている画像を表示中は、操作でをません。静止画を 
表示させてか6操作して < ださい。 
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不要な画像を消しましよう （1 コマ消去) 


I レンズバリアを閉じて(@)ボタンを巧し 
ます。 

液晶モニタび点好します。 

2 消去したい画像を表示しまず。 

「撮った画倾を表おしましよう Cb ^ P . 日0)」 

J (§) jn ‘タンを巧します。 

再生メニューび表示されます。 


卷 


1 


4 

5 


または^ポタンを巧して[再生]を 
選択し、ボタンを巧します。 


^またはポタンを押して [1 コマ 
消去]を選択し、ポタンを巧します。 




ird« f 

轉 ブリント予約 

函巧情银表示[オフ]麗 

妙 であす巧示 [ 对 


ら 必またはのボタンで[消去]を選択し 
てボタンを巧します。 

画徹び消去されます。 



ま^-この操作は、消ちしたい画像を表示中にボタンを1砂 W 上巧して、消ち 
の操巧メニューにずずむことちでさまず。 

-消したい画像げプ□テクトされている場ち、カードにライトプ□テクトシー 
ルが目占ってちる場合はミ肖去できません。プ□テクトを解除する、ライトプ □ 
テクトシールをはがず、などの操巧を巧ってか6ミ肖去してください。 

-消去した画橡を元に戻せません。ミ肖去する前に、大切なデータを消さないよ 
う十分に注意してください。 
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すべての画像を消すには（をコマ消去) 


内蔵メモ U またはカードの画像をすべて消まします。 


鬻 


-巧蔵メモリの画像をミ肖す場合は、カードを入れないでください。 

-カードの画像をミ肖す場合はあ5かじめカードをセツトしてくださし、。 


1 レンズバ U アを閉じて (§} ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタが点なします。 

2 ポタンを巧しまず。 

再生 ニューび表示されます。 


變 

% 


3 ^またはボタンを巧して[設定]を 
選択し、 S ボタンを巧しまず。 

4 ^またはボタンを巧して[メモ 
U ーセットアップ]または[カードセツ 
トアップ]を選択し、ボタンを巧しま 
す。 



^または^ボタンで[をコマ消去]を 
選択してボタンを巧しまず。 


ら 必またはのボタンで[消去]を選択し 
てボタンを押しまず。 

全コマび消去されます。 


福糾モニ々福を— 

，設定<|| 


ットア、ジブら 




バックアツ ブ 


曰時，01, 
黄を 


(力ードを使巧していない場合） 


ぶ^现卜でがを^ 
rw をコマ消-去 T 

^5 フオ—マット t 


(力ードを使巧していない場合） 


- -ブ□テクトされた画像はミ肖去されません。 

. 力ードにライトプ□テクトシールが貼ってちる場ちは操作できません。 

-消去した画像は、元に戻せません。消去ずる前に、大切なデータを消さない 
よラ十分にミ主意してください。 
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大切な画像を巧護しましよ 5 (プ□テクト) 


I レンズバリアを閉じて©ボタンを巧し 
ます。 

液晶モニタび点なします。 

2 保護したい画像を表示しまず。 

「撮った画债を表示しましよう（願 P . 己0)」 


愛 


3 ボタンを巧します。 

再生メニューび表示されまず。 


1 


4 または^ボタンを巧して[再を]を 

還 巧し、@ボタンを巧します。 

く逸^または@ボタンを巧して[プ□テ 
クト]を 選 巧し、0ボタンを巧しまず。 



6 


風またはの ポタンで[オン]を選択し 
て ( g ^ ボタンを巧します。 

プ□テクトび設定されます。 

プ□テクトを解除する場含は[オフ]を 
選択します。 



r メモ 1 -この操俩ま、な護したい画像を表示中に@ボタンを 1 砂 uth 巧して、プロ 
テクトを設定ずることちでさまず。 

-設定された画橡には101117-クが表示されます。 

-電源を OFF にしてち、プ□テクトの設定は保巧されまず。 

ミ主意を*プ□テクトされた画橡は1コマ消去/をコマミ肖去できませんび、フォーマツ 
卜を巧うとずべて消去されまず。 

-ライトプ□テクトシールか 1ちつてあるカードはプ□テクト操作でをません。 
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画像をモノク □/ 七ピアにするには 


選択した画像をモノクロまたはセピアにし、別の画像として保存します。 


I レンズバリアを閉じて (§) ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタび点なします。 

2 モノク□またはセピアにする画像を液 
晶モニタに表示してか5、信\ボタンを 
巧します。 

再生メニューび表示されます。 


感 

% 


3 ^または^ボタンを巧して[編集]を 
還巧し，@ボタンを巧しまず。 

4 ^または@ボタンを巧して[モノク 
□作朋または[セピア作朋を還おし， 
@ボタンを巧しまず。 



5 


またはのボタンを押してモノクロ 
作成の場合は[モノク□作成]、セピア 
作成の場合は[セピア作成]を選択して 
ボタンを押しまず。 

画像びモノク □/ セピアで作成されま 
す。 

作成されたモノク □/ セピア画徹は、 
元の画像とは別の画债データとして保 
存されます。 



(モノク□作成の場合) 


ミ主意を-動画はモノク □/ セピアにすることびでさません。 

-ライトプ□テクトシールの貼つている力ードは操作できません。 



画像のサイズを変更するには（リサイズ) 


選択した画债のサイズを日40 X 480、または320 X 240に変更して別の 
画像として保をします。メールに添付して送る場含など、容量をルさくした 
いとをに設定します。 


I レンズバリアを閉じて@ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタび点なします。 

2 サイズを変更する画像をお晶モニタに 
表示してから、ボタンを押します。 

再生メニューび表示されまず。 


愛 

% 


3 ^または^ボタンを巧して[編集]を 
還巧し、@ボタンを巧します。 

4 または巧？ボタンを巧して[リサイ 
ズ]を選巧し、@ボタンを巧しまず。 



5 


必またはのボタンを巧して [640 X 
480作成] [320 X 吕40作成]か百選 
択し、ボタンを巧します。 

サイズび変更されます。 

1」サイズされた画像は、元の画像とは 
別の画像データとして保存されます。 



薇 


-動画はリサイズできません。 

-還巧した画像サイズが白 40 x 480 じ1下の場合は、メニューの[白 40 X 
480巧巧]は選巧でさません。 

-選巧した画橡サイズが320 X 240の場合は、メニューの[リサイズ]が選 
巧でをません。 

-ライトプ□テクトシールの目ちつている力ードは操作できません。 
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画像の巧をををちするには（回輯) 


選択した画倾を時計回り、または反時計回りに90度回転して別の画像とし 
て保をします。たて位置で撮影した画像を横位置にずるとをなど設定します。 


1 レンズバリアを閉じて (§) ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタが点なします。 

2 回転ずる画像を液晶モニタに表示して 
から、®<ボタンを巧しまず。 

再生メニューび表示されます。 


感 


% 


3 

4 

5 


^または W ボタンを巧して[編集]を 
選択し、參)ボタンを押しまず。 


也またはのボタンを巧して陋閱を 
選択し、@ボタンを巧しまず。 


^または^ボタンを巧して[時計回 
り]肢時計回り]か5選択し、ボタ 
ンを押しまず。 

画傲び回転します。 

回転された画债は、元の画像とは別の 
画徹データとして保存されます。 




薇 


-動画は回乾できません。 

-ライトブ□テクトシールの貼つている力ードは操作できません。 




動画を撮影-再をするには 


♦動画を撮るには 

このカメラでは、静止画に加えて動画石撮誇できます。 


I レンズバリアを開けまず。 

撮該モードで電源び入ります。 


2 ( ii , ボタンを巧します。 

撮該メニューび表示されます。 


3 @または@ボタンを巧して[撮霞]を 

還巧し、@ボタンを巧しまず。 




4 


@または@ボタンを巧して [ ドライ 
ブ]を選巧し、@ボタンを巧しまず。 


















動画を撮影 • 再生するには 


く またはボタンを巧して[動画]を 

選択し、ボタンを巧しまず。 

動画び設定されます。 

液晶モニタび自動的に点灯します。 

もラー度 (§1 ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 



6 


液晶モニタを見ながら撮影しまず。 
(シャッターボタンを巧すと動画撮影が 
行われまず。もう一度、シャツターボ 
タンを巧すと動画撮影が終了します。） 

液晶モニタに撮影可能時間び表示され 
ます。 




13 ^ 



-@ボタンを巧すと液晶モニタび OFF になり、動画が解除されます。 
-フラッシュは使用でさません。 

-動画撮影後は、画像の保河こしば6く時間びかかります。 

-撮影可能な時間は、カード使用の有無などにより変わります。 

-音声は録音でさません。 
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動画を撮霞.苗生するには 


♦動画のクオリティとサイズををえるには（画質) 


撮該する画像の画質を HQ または SQ に指定しまず。 

1 動画モードを設定を、ボタンを巧し 
まず。 

撮該メニューび表示されます。 

2 または^ボタンを巧して[画飼を 
還巧し、@ボタンを巧します。 

3 @または@ボタンを巧して[画質]を 
還巧し、@ボタンを巧しまず。 


4 または^ボタンを巧して [ HQ ] 
[ SQ ] か S 還巧し、 (§3^ ボタンを巧しま 
ず。 

画質び設定されます。 

ち)う一度@1ボタンを押すとメニュー 
び終了します。 

5 撮彰しまず。 


そ 

の 

他 
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動画を攝影•再生するには 


•動画を再生するには 

1 レンズバリアを閉じて@)ボタンを巧し 
まず。 

液晶モニタび点灯します。 

2 再生したし、 g ? マークの付いた画像を表 
示し、 ( g ) w ボタンを巧しまず。 

再生 ニューび表示されます。 


卷 


% 


3 ^または@ボタンを巧して[再生]を 
還巧し，@ボタンを巧しまず。 

4 ^または^ボタンを巧して[ムー 
ビー再生]を還巧し、0ボタンを巧しま 
ず。 


||ま。 占-'直， A ■ェ 


蟲 


!_コマミ肖_去 


ブ巧テク!^円"フ]] 


ブ ij ントず約 


画巧情報表示[オフ ]I 


インデックスま示 [ 


く ^または^ボタンで[スタート]を選 
択し、©ボタンを巧しまず。 


動画び再生されます。 

動画再生を中止するとさは ( g , ボタン 
を押しまず。 










動画を撮影 • 再生するには 


•動画再生の一時停止 


動画を再生中に^^ボタンのいずれかを押すと、動画び一時停止巧態になりまず。 

•一時停止中の操作 


動画の再生を一時停止中に;欠のボタン操作び可能です。 


(0 ボタンを押す 

再生されます。 

(0 ボタンを押し続ける 

早送りで再生されます。 

0) ボタンを押す 

逆再生されます。 

0) ボタンを押し続ける 

早送りで逆再生されます。 

@ボタンを巧す 

動画の先頭の画债び表示されます。 

@ボタンを押す 

動画の後尾の画憬び表示されます。 


•パソコンで動画を再生するには 


このカメラで撮影した動画(ムービー)をパソ]ンで再生するには、お使いの 
パソコンに日 uickTime びインスIルされている必要びあります。 
QuickTime は、当社び販売している画债編集管理ソフト CAMEDIA 
Master 2.5 に- 90PJ2) に収録されています。インス!ルの方法につい 
ては、 CD-ROM のインス!ルガイドをお読みください。 

また、日 UickTime はアップル]ンピュータ社のホームぺージから無償でダ 
ウン□-ドして使用することびできます。下記のホームぺージで QuickTime 
のページを開いてダウン □ー ドを選択し、案内にしたびってダウンロードし 
てパソコンにインスIルしてください。 

アップルコンピュータ社ホームぺージ： 

http://www.apple.co.jp/index.html または 
http://www.apple.co.jp/qu に ktime/download/index.html 









撮該をすぐに画像を確認するは（レックビユ ー） 



撮該ずるたびに、撮った画像をあ晶モニタに表示させて確認びでをます。 

I レンズバリアを開けまず。 

撮霞モードで電源び入りまず。 


2 ボタンを巧しまず。 

撮霞メニューび表示されまず。 ^ 

3 必または巧?ボタンを巧して[設定]を 
還巧し、@ボタンを巧しまず。 

4 ^または@ボタンを巧して[レック 
ビュ ー] を還巧し、@ボタンを巧しま 
ず。 


C 必またはな?ボタンを巧して[オン]を 
還巧し，ボタンを巧しまず。 

オン：撮影媛、撮った画傲を表示-画 
像確認へ 

オフ：撮影後^すぐ次の撮影へ 
レックビューび設定されます。 

ちラー度 (8^ ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 

I メ干1|レンズパリアを閉じても、レックビューの設定は巧持されまず。 
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その他 



警告音を消すには（ビープ音) 


静かな場所で使用するとをは、ビープ音を消ずことびでをます。 

I レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ( gjit ‘タンを巧します。 

撮影メニューび表示されます。 

3 ^または^ポタンを巧して[設定]を 
選択し、ボタンを巧します。 

4 ^または^ボタンを巧して[ビープ 
音]を選択し、@ポタンを巧します。 


令也またはのポタンを巧して[オスを 
選択し、 ( gi < ボタンを巧します。 
警告音の消音び設定されます。 

もラー度(§^ボタンを巧すと ニュー 
び終了しまず。 


メモ1-レンズバリアを閉じても、消音げ態が保持されまず。 
-再生メニューか6ち設定ずることびでをまず。 


67 















液晶モニタに画像眉巧を表示するには 


再生画像の詳細情報を表示するかどラか設定することびできます。オンにす 
ると己秒間だけすベての情報び表示されます。表示項目については「♦再生 
モード画面 Cd ^P.I 巨)」を参照してください。 


画像情巧表示びオンの場合 画像情現表示がオフの場合 



2 

3 

4 


レンズバリアを閉じて (§} ボタンを巧し 
まず。 

再生モードで電源び入りまず。 

ボタンを巧しまず。 

再生^ニューび表示されます。 


感 

% 


^またはボタンを押して[再生]を 
選択し、 S ボタンを巧しまず。 

またはボタンを巧して[画像情 
報表示]を選択し、@ボタンを巧しま 
す。 



5 ^またはボタンを押して[オン]を 
選択してボタンを巧しまず。 

再生モード画面に画傲情報び表示され 
ます。 

もラー度®,ボタンを巧すとメニュー 
び終了します。 



メモ 電源を OFF にすると、画像情報表示の設定がオフ(初期設定)に戻ります。 





液晶モニタの明るさを調壁するには 


I レンズバリアを開けます。 

撮影モードで電源び入ります。 


2 ボタンを巧します。 

撮影メニューび表示されます。 


% 



3 ^または@ボタンを巧して[設定]を 
選択し、@ボタンを巧します。 

4 ^またはボタンを巧して[モニタ 
調整]を選択し、ボタンを巧します。 



く ^または^ボタンを巧して液晶 モニ 
夕の明るさを調整し、® <ボタンを押し 
ます。 

プラス [+] で明る <、マイナス[一]で暗 
<なります。 

6 ボタンを巧します。 

液晶モニタの明るさび設定されます。 
ちラー度(§1ボタンを巧すと><ニユーび終了します。 

I メモ11 . レンズバリアを閉じても、液晶モニタの明るさはな持されまず。 

-再生メニューか5ち設定ずることびでさまず。 
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力-ド/メモリを誦が劇こ戻すには (力-ロォ -7 ブト/巧リむトアツカ 


力ードまたは内蔵メモ U をフォーマット（初期化）します。フォーマットす 
るとカードまたは内蔵モリの画债は、すべて消去されます。 


薇 


-内蔵メモリをフオーマットする場合は、力ードを入れないでください。 

-カードをフオー マッ トずる場ちはち6かじめカードを セッ トしてくださし、。 
-オリンパス製む列の力ードやパソコンでフオー マツ トした力ードを使巧する 
場ちは、必ずこのカメラで初期化してください。別売のオリンパス製の力一 
ドは初期化する必要はちりません。 


I レンズバ U アを閉じて (§) ボタンを巧し 
まず。 

再生モードで電源び入りまず。 


感 


2 

3 


ポタンを押しまず。 

再生 ニューび表示されます。 


% 


^または^ボタンを巧して[設定]を 
選択し、ボタンを巧しまず。 


m 



カードセットアッブ11 

階 

ビーブ音[オン ] li 


モニタ部餐 1 


バックアッブ FF 

货叔 

日時， 01. 5. 151 

巧定 oo ： oo 5 j 

■诚 



(力ードを初期化する場合) 



力ードをフォーマットする場合は、必 
または巧>卞‘タンを巧して[カードセッ 
トアップ]を選択し、@ボタンを巧しま 
す。 

内蔵メモリをフォーマットずる場合は、 
^または^ボタンを巧して「メモリ 
セットアップ」を選択し、@ボタンを 
巧します。 


i 

货ミり 


ビーブ音[オン] 

モニタ部餐 1 

バックアッブ pf 

日時，01 . 5. 151 
設定 12: 23 Sj 

■油 



(力ードを初期化する場合) 
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力ード/メモリを钥期が態に戻ずには(力ードフオ ー7 ット/メモリセットアップ) 


令 ^または W ポタンで「フ オーマツ 
卜」を選択して ( g ^ ボタンを巧します。 

6 ^または@ポタンで「フ オーマツ 

卜」を選択してボタンを巧します。 



(力ードを初期化する場合） 


フ オーマツト されます。 



[乂モ]撮影メニユーか6も初期化することびでさます。 


薇 


プ□テクトされた画像もずべて消去されます。フォーマツトしたカードおよ 
ぴメモリは復元できませんので、十分にま意してください。 

オリンパス聲テンプレートカードをフォー マツ トずると、力ードの機能は失 
われまず。詳しくはカードの説明書をお読みください。 

ライトプ□テクトシールび目占ってちる力ードは、フォーマツトできません。 
シールをはびしてか6フォーマツトしてくださし1。はがしたシールはち博巧 
しないで < ださい。 
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メモリの画像を力-ドに北-ずるには（メモリ A ’ ジクアップ) 


内蔵:>< モリに記録したすべての画债データを力ードにコピー(バックアップ)します。 
この操作にはカード（スマート分ディア）び必要でず。カードを入れてから 
操作して < ださい。 


1 レンズバリアを閉じて@ボタンを巧し 
まず。 

再生モードで電源び入りまず。 

2 ボタンを押しまず。 

再生メニューび表示されます。 


愛 


% 


3 

4 


5 


^または^ボタンを巧して[設定]を 
選択し、ボタンを巧しまず。 

^または^ボタンを巧して[バック 
アップ]を選択し、 (0 ボタンを巧しま 
す。 


^または^ボタンで U く’ックアップ] 
を選択して幢\ボタンを巧しまず。 


内蔵メモ U のすベての画债びカードに 
コピーされまず。 





ク顿をで洩^ 




画像にプリントモ約をするには 


カードに撮影した画像に対して印刷希望枚数を予約し、 D P0 F 対応プリン 
夕や写真店でプリントします。予約内容の確認と変更、 ] コマずつの予約、 
全コマー括予約、全コマー括予約解除のほか、撮影した曰時を画像に表示す 
る曰時挿入設定び指定でさます。 

あらかじめカードをセットから設定してください。 r カード（スマート ディ 
ア）を使うには （i^P.21)」 

「 DPOF を巧用せずにプリントサービスを利巧される方へ-1 

写真店などのプ U ントサービスを利用する場を、プ IJ ントする画像は必 
ずファイルナンバーで指定してください。コマナンバーで指定するとま 
ちびった画像びプ U ントされることびあります。 

ファイルナンバーは画债情報表示をオンにすると表示されます。 
(陽 P . 16 、 68 ) 


I レンズバリアを閉じて©)ボタンを巧し 
ます。 

再生モードで電源び入りまず。 


感 


2 ボタンを巧します。 

再をメニューび表示されます。 


% 


3 

4 


^または@ボタンを巧して[再生]を 
選択し、 S ボタンを巧します。 

^またはボタンを巧して[プリン 
卜予約]を還択し、ポタンを巧しま 
ず。 



5 


^または^ボタンで予約を辆除する 
かどうか選択してボタンを巧しま 
ず。 

この画面はすでにプ U ント予約されて 
いる場合に表示されます。[解除する] 
を選択すると、プリント予約びすべて 
解除されます。 



画働こプリント予約を するには 


ら 必またはのボタンを巧して項目を選 
択してボタンを巧しまず。 

-[予約確認]を選択昭 (P.7 己） 

•[1 コマ予約]を選択!^ (P.74) 

. [全コマ予約]を選択臨' (P.74) 

-[全予約解樹を選択昭 (P.7 已） 

-[日時挿入設定]を選刺廣 (P.7 已） 


ブ i _ y ブ 尸^* 拥 


1 



! をコマホ約 

をそ摘が除 

r — 

旧時巧人設定[オフ] 

.jg 

.—ム1 ■ 

•-:.イ..' 

1 

1戻る ♦<] 実巧♦度因1 


レモ1-[予約確認][全予約解脚は、プリント予約されているときに選択でをます。 

■[1 コマ予約][全コマ予約]をすると、現在の設定で日時び挿入されます。 

♦[1コマモ約]を選択したいとき 

7予約ずる函像と枚数を指定しまず。 

食)またはボタンを巧して画像を選 
び、^または^ボタンを巧して枚数 
を]〜9に指定します。枚数が0枚の 
ときは、プ U ント予約されていません。 

g 予約がずベて終了した5盧\ボタンを 
巧します。 




♦ [をコマモ約]を選択したいとを 


7也またはのボタンで [ をコマ予約 ] を 
選択してボタンを巧しまず。 
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画像にプリントテ約を するには 


♦[をモ約おお]巧選択したいとを 

7 ^または@ポタンで[全予約辭除]を 

選択してポタンを巧します。 

プリント予約びすべて解除されます。 


♦[曰時巧入設定]を選巧したいとを 

7 または W ボタンで項目を選択して 

ボタンを巧します。 

[全予約オフ]:曰付/時刻を挿入しない 
[全予約日付オン]:曰付を挿入する 
[全予約時刻オン]:時刻を挿入する 

プリント予約しているすべての画债に 
に設定されます。 

♦[モ約確認]を選巧したいとを_ 

7食またはボタンを押して予約情報を 
確認できます。 

また、^またはボタンを巧して曰 
付挿入設定の変更と予約の辭除ができ 
ます。 

g 確認-変更が終了した50^ボタンを 
押しまず。 
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こんな表示びでた 6 


1 警告液晶モニタ表示1 

エラー 内容 

対応 


画 


カードび入っていません。 
または認識でをません。 

カードを入れて<ださい。または 
カードを入れ直してください。 
カードを入れなくてち、内蔵メモ 
IJ びご使巧になれます。 


- 


撮影’再を’消去することびで 
をません。 

ク U - ニングぺ 一 y く一で力ードの 
金色の金属部分を巧を、ちラー度 
フオーマットしてください。 

フオーマットでをない場合、この 
カードはご使巧になれません。 


HP 

1 鮮^^ =^1 


力ードび書込み禁止になって 
レます。 

撮影ずる場合はプ□テクトシール 
をはびしてくださレ。詳しくは、 
スマートメデイ ァ カー ドの取扱説 
明書をご覧くださレ。 


関 


カードの撮影可能枚数び 0 の 
ため、撮影でをません。 

カードを交換ずるか、不要な画撤 
を消ずか、画撤をパソコンに取り 
込んでください。 


国 

巧 


内蔵文モ U の撮影可能枚数び 
0 のため、撮影でをません。 

力ー ドを使用してカードバック 
アップするか、画徹をバソコンに 
取り込んで不要な画徹を消してく 
ださし' 1。 


の 

1 

カードび再生でをません。 

力ー ドに画撒び入っていません。 
撮影してから再生して < ださい。 


..1^1 


再生でをません。 

内蔵文モ U に画撤び入っていませ 
ん。撮影してから再生して<ださ 
い。 


、(=0=03リ 

1 み 


選択した画撤び再生でさませ 

他社のカメラで撮影したカードや 
パソコンから入れた画像は再生で 
をない場合びお 0 ます。 




と,ちつた 6 


参ラま<操作びでまない 


カメラが動かない 

原因 

こラしましよラ 

参照ぺ-ジ 

電源び切れている 

レンズパ U アを開けて、電源を入 
れて < ださい。 

P .23 

電池の向さび正し<ない 

電池を正しく入れ直してください。 

P .18 

電池鶏量びかな<なった 

新しい電池を入れてください。 

P .18 

寒さで電池の性能び 
一時的に低下した 

電池をポケットなどで湿めてから 
使用してください。 

P .18 

自動的に電源び切れた 

レンズバ U アをいったん閉じて、 
再び開けてください。 

P .23 

パソコンに接続している 

パソコンに接続中は、カメラは動 
作しません。 

— 

カメラ巧び結露した 

電源を入れないでしばら < おを、 

力ラを乾燥させてから、電源を 
入れてください。 



び発巧しない 


原因 

こラしましよラ 

き照べ-ジ 

明るい被写体である 

フラッシュを強制的に発光させた 
い場合は強制発光モードにしてく 
ださい。 

P .33 

連写/動画/パノラマび 
設定されている 

連写/動画/パノラマ設定では、 
フラッシュはご使用になれません。 

P .32 


1液晶 モニタが見にくい 1 

原因 

こラしましよラ 

き照べ-ジ 

液晶モニタの明るさの設 
定び適切でない 

液晶モニタの明るさを調節して< 
ださい。 

P .69 

太陽光の下である 

太陽の光を手などでさえざってく 
ださい。 
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故障かな？と思ったら 


シャツターボタンを巧してを撮寮がでまない 

原因 

こラしましよラ 

参照べ-ジ 

電源び入っていない 

レンズバ U アを開けてください。 

P .23 

フラッシュの充電び完了 
していない。または、撮 
影渡の処理中である 

一度シャッターボタンから指を離 
し、緑ランプの点滅び終わってか 
ら撮影してください。 

P .31 

内蔵 ><モリまたはカード 
の容量びいっぱいになっ 
た 

不要な画像を消まずるか、画像を 
パソコンに取り込むか、新しい 
カードを挿入して < ださい。 

P .21,55 

撮影中やカードの書を込 
み中に電池び少なくなっ 
た 

新しい電池を入れて<ださい。（緑 
ランプび点滅している場合は、売 
了するまでお待ちください。） 

P .18 

カードにライトプ□テク 
トシールび目ちられている 

新しいカードを入れるか、シール 
をはびして < ださい。 

P .22 


液晶モニタ上で再をがでをない 

原因 

こラしましよラ 

きおべ-ジ 

電源び入っていない 

レンズバリアを閉じて、@ボタンを 
巧し、液晶モニタを点灯させてく 
ださい。 

P .23 

内蔵><モリまたはカードに 
画债び記録されていない 

撮影してから再生してください。 

P .28 


画像のプロテクト、 1 

1 コマ消宏、をコマ消去、初期化びでまない 

原因 

こラしましよラ 

参照べ-ジ 

カードにライトプ□テク 
トシールが目ちられている 

シールをはびしてからご使巧くだ 
さい。シールは再使巧しないでく 
ださい。 

P .22 










巧積かな？と思ったら 


•画像の仕上び D がよ < ない 


でをおびった画像が巧るすぎる 

原因 

こラしましよラ 

参照ぺ-ジ 

フラッシュモードび r 弓虽 
制発光」になっていた 

一度レンズパ U アを閉じるなどし 
てオート発光または発光禁止にし 
て下さい。 

P .33 

明るすぎる被写体に向 
かって撮影した 

露出浦正をするか、カメラの向さ 
を変えるなどの工夫をしてくださ 
い。 

P .41 


でをあびった画像が暗い 

原因 

こラしましよラ 

参照ぺ-ジ 

フラッシュを指などで 
覆ってしまった 

力 ラを正しく構えてください。 

P .27 

撮りたいちのびフラッ 
シュ撮影範囲より遠かっ 
た 

2.5 m 政内で撮影してください。 

P .31 

逆光状態でルさい被写体 
を撮影した 

フラッシュを r 強制発光」に設定し 
て撮影してください。 

P .33 


ま巧で写した写真のちびおかしい 

原因 

こラしましよラ 

参照ぺ-ジ 

照明の色び影響した 

フラッシュを r 強制発光」に設定し 
て撮影してください。 

P .33 

撮るちのに白い部分びな 
かった 

白いちのを入れて撮影するか、照 
明に合わせてホワイトバランスを 
設定してください。 

P .44 

ホワイトバランスの i 受定 
を間違えた 

照明に合わせてホワイトバランス 
を設定して < ださい。 

P .44 










故障かな？とおった 5 



こラしましよラ 

参照べ-ジ 

レンズに指やストラップ 

力分ラを正しく構えてください。 

P .27 

びかかってしまった 



撮影距離が近かった 

液晶モニタを見なびら撮影してく 

P .29 


ださい。 




ピントの合つていない写真びでをた 

原因 

こラしましよラ 

き照べ-ジ 

シャッターボタンを巧ず 
時にカメラび動いてし 
まった（手ぶれ） 

力>^ラを正しく構え、シャッター 
ボタンを静かに巧してください。 

P .27, 28 

レンズびミちれていた 

レンズプ□ワー(巿販)でほこりを吹 
き払って、レンズク U —ニング 
ぺ 一 ; く一でやさしく拭いてくださ 

い。 


マク□モードを正しく 
使っていなかった 

2已〜 60 cm の範囲に被写体びあ 
る場含はマク□モードを使ってく 
ださい。 

P .3 己 

セルフタイマー撮影で、力 
>^ラの前に立ってシャッ 
ターボタンを巧した 

力><ラの前に立たず、ファインダ 
をのぞきなびらシャッターボタン 
を押してください。 

P .3 已 

フラッシュの必要な暗い 
状況で、フラッシュを 
r 発光禁止」に設定してい 
た 

シャッタースピードび遅くなり、 
露出時間び長くなりますので、= 
脚をご使巧になるか、力ラを 
しっかり構えて<ださい。 

P ぶ7, 33 








アフターサービスについて 


♦ 保話書はお買い上げの販売店からおミ度しいたしますので「販売店名‘お買 
し、上げ日」などの記入されたものをお受け取りください。もし記入もれび 
あった場合は、ただちにお買い上げの販売店へお申し出ください。また、 
保記内容をよくお読みの上、大切に保管してください。 

♦本製品のアフターサービスに関するお問い含わせや、万一故障の場合は、 
お買い上げの販売店または才 U ンノくスサービスステーション（裏面参照） 
にごネ目談ください。取扱説明書などに従ったお取扱いにより、本製品び万 
一故障した場合は、お買い上げ曰より満]年間「保話書」記載内容に基づ 
いて無料修理いたします。 

♦保詔期間経過渡の修理等については原則として有料となります。また運賃 
諸掛かりはお客様においてご負担願います。 

♦当力><ラのお修巧性能部品は、製造打ち切り後已年間を目安に当社で保有 
しています。したびって本期間中は原則として修理をお受けいたします。 
なお、期間棲であってち修理可能な場合をありますので、お買い上げの販 
売店または、オリンパスサービスステーション（裏面参照）にお問い合ね 
せ < ださい。 

♦本製品の保証、修理、サービスは日本国内でのみ有効です。海がでは修理 
できません。万一、海がで故障や不具合び生じた時は、お持ち帰り後に曰 
本国内の才 U ンパスサービスステーション（裏面参照）までご依頼くださ 
い。 

♦本製品の故障に起因する付随的損害(撮影に要した諸費用、および撮影によ 
り得られる利なの喪失など)については補償しかねます。 


仕様 


お式 
記録ち式 


記録媒体 

記録コマ数 

連写 
消去 

撮像素子 
記録画素数 


ホワイトバランス 

レンズ 

測光ち式 
露出制御方式 
絞り 

。ノヤツタ^—※ 

撮影節囲 

ファインダ 

液晶モニタ 
モニタ画素数 
オンスクリーン表示 


:デジタルカラ（記録-再生型） 

:静止画デジタル記録、 JPEG (DCF 準拠）/ 
DPOF 対応 

動画 Quick Time Motion JPEG に準拠 
:内蔵メモ U ]M 日、スマートメディア （4/8/1 色/ 
32/已4/1281\/1 己） 

: SHQ / 約]枚、 HQ / 約3枚、 SQ ]/ 約4枚、 

SQ2/ 約7枚（内蔵;><モリ使巧時） 

].3コマ/秒 8 mi ± (HQ、 力ード使巧時） 

1コマ消去、全コマ消去 
1/3.2 型（インチ） CCD 固体撮债素子 
131万画素（織画素数） 

:1280 X 960ピクセル （SH 日 • H 日モード） 
1024 X 768ピクセル （S 日]モード） 

640 X 480ピクセル （S 日2モード） 

:フルオー ト TTL 、 

プリセット（晴天、曇天、電球、堂光な） 

:オリンパスレンズ4.已 mm 、 F4、 曰群日枚 
(3 目 mm フィルム撰算3目 mm 相当） 

撮像素子によるデジタル ESP 測光方式 
プ□グラム自動露出 
F4 、 F8 

1〜]/2000秒（メカニカルシャッター併用） 
※マニュアル設定はでをません。 

: 0.6m 〜〇〇 (通常モード） 

0.2已 m 〜〇〇 (マク□モード） 

:光学実债式ファインダ（ターゲットマーク）、 

液晶モニタ 

1.已型（インチ） TFT カラー液晶 
約] ] 4,000画素 

日付時刻、コマN0.、プ□テクト、画質モード、電池 
残量、ファイル No.、 プリント予約、メニュー、他 





化様 


フラッシュ充電時間 
フラッシュ 撮影節 囲 
フラッシュモード 


フオー カス 
セルフタイマ 


約6秒 U (下（常温時、新品電池使用） 

〜 2.5 m 

オート発光（低輝度時自動発光、逆光時自動発光)、 
赤目軽減発光、発光禁止、強制発光、夜景、 

夜景ホ目 
パンフオーカス 
作動時間約12秒 


パ卽コネクタ 
日付-時刻 
自動カレンダー機能 
カレンダー用電源 
力ード機能 


D 仁入力端子、データ入出力端テ （USB)、 

画懦データに同時記録 

1981〜2031年の範囲で自動修正 

内蔵キヤパシタによるバックアップ 

DP0F 対応プ U ンタ予約、パノラマ合成（オリンパ 

ス製標準カード使用時） 


使巧環境 

温度 

湿度 

電源 


大ささ 
質量 


: 0〜40む（動作時）/一 20〜已0で（保を時） 

: 30-90% (動作時）/] 0〜日〇〇/〇 (保を時） 

:単3アルカ U 電池、ニッケル水素電池、またはニッ 
カド電池4本。あるいは CR-V3 (当社製 LB -01) 
U チウム電池パック2個。または専巧 AC アダプタ。 
単3マンガン電池は使用でさません。 

:幅1 23 mm X 高さ已已 mm X 厚さ 44.5mm 
(突起部含まず） 

:19□旨（電池/力ード別） 


列•観‘仕様は改善のため予告な<変更することびありますので、あらかじめ 
ご了承ください。 
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索引 


31,33 
.…….44 
.…….13 
….….16 


た行 

ターゲットマーク 
デジタルテレ ....... 

電球 . 

電池 . 

電池カバー . 

電池残量 . 

動® . 

ドライプ . 

曇天 . 


か行 

力ード . 

カードカバー . 

力ードフォーマット…… 

@転 . 

拡大再生 . 

画質 . 

画像表示情報 . 

B 強制発光 . 

壁光な . 

コネクタカバー . 

コマナンバー/撮影時間 


英数 

AC アダプタ . 20 

DC 入力端子 . 13 

EPS 測光 . 43 

HQ. 46 

OFF. 31,34 

日 K/ メニユーボタン . 14 

SHQ. 46 

SQ1. 46 

SQ2. 46 

US 巨端子 . 13 

1□マ再を . 已〇 

1コマ消去 . 己己 

あ行 

赤目 . 31,33 

アルカ U 電池 . 19 

インデックス再生 . 已] 

液晶モニタ . 14 

液晶モニタボタン . 14 


さ行 

再生モード画面 . 16 

撮影巧能枚数/時間 . 1曰 

撮影巧能枚数 . 22 

撮影モード画面 . 1己 

^脚巧 . 14 

シャッターボタン . 13 

自動再生 . 已3 

十きボタン . 14 

充電式電池 . 19 

ストラップ取付部 . 14 

スポット測光 . 43 

スマートメディアカード . 21 

晴天 . 44 

セピア . 已8 

セルフタイマー . 36 

セルフタイマーランプ . 13 

全押し . 28 

全コマ消去 . 已6 

測光 . 43 


1 4 0 0 4 6 8 
2 1 7 6已4 6 


48484曰1已4 
I — 3 4 -~ -~ . —巨！~ 4 

! ! I I !奇 I I 
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索引 


5行 

ライトプ□テクト シール 

リサイズ . 

U チウム電池 . 

レックビュー . 

連写 . 

レンズ . 

レンズパ1」ア . 

露出補正 . 


な行 

内蔵モI」 . 

曰時表术 . 

は行 

パノラマ撮影 . 

半巧し . 

ビープ音 . 

ファイルナンバー… 

ファインダ . 

フォーマット . 

フフツソユ . 

プ U ント予約 . 

プ□テクト . 

ホワイトバランス… 

ま行 

マクロ . 

マクロレバー . 

緑ランプ . 

ムービー . 

><モ|」ゲージ . 

y モ IJ セットアップ 
モリバックアップ 

モニタ調整 . 

モノクロ . 


や巧 

夜景 . 

夜景赤目 


. 31,34 
. 31，34 



29969331 

25163114 


8876403374 
42611717巳4 


己341巨0298 
311617765 
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OLYMPUS^ 

オリンノ V ス光学工業株式会な 

干 163-8 白10東京都新宿区西新宿 1-22-2 新宿サンエービル 

アクセスポイント（製品に関するお問い合わせ） 

ネ L 幌 .011-231 -2338 金ミ尺 . 07已 -2 已吕 - S 2 已9 

仙台 .022-218-8437 大阪 . 0已-已吕已吕 -0 已〇白 

新爲 . 02已 -245-7343 高化 . 087 -834 -白180 

fii 本 . 02已 3-3 白-2413 広島 . 082-吕 22-0808 

東京り V 王子）…. 042己- 42-7499 福岡 . 092 -7 吕 4-821 已 

静岡 . 〇已 4-2 已 3-22 已〇 鹿旧島 . 099 -222-5087 

名古屋 . 〇已吕 -20 1-日已8已 ミ中縄 .09 S - S 白 4-2 已48 

《上記のアクセスポイントまでお電話いただければ、オリンパスカスタマーサポートセン 
ターに転送されます。アクセスポイントまでの電話料金はお客様負担となります。なお、 
調査等の都合上、回答までにお時間をいただ<場合びあ0ますので、ご了承<ださい。 
営業時間9: 30〜17: 00は•日曜、ネ兄日およびお社休業日を除く） 

《才 U ンパスホームページ http :// www . olympus . co . jp でデジタルカメラおよび関連製品の情報の提供 
をしてお D ます。 

国内 サー ビス ステーシヨ ン（修理受付窓 □) 

東京于 101-00 己2千代田区巧田ル jl | 町 1-3-1 ルり I 町兰井ビル(才 U ンバスプラヴの） Tel .03 口 292)1931 
札幌〒〇 60-0034 ネし惯市中巧区北;4条東 1-2-3 札幌フ〕ク生命ビル Tel .01 1に31に320 

仙台于 981-3133 化台市を区泉中央1 -13-4 泉エクセルビル Tel .022 に 18)8421 

巧谓于 950-0087 新谓市東大通 D 2-4-10 日本生命新谓ビル Tel .02 日 {24 己)7337 

松本于 390-081 己松本市深志 1-2-11 松本旧和ビル Tel .0263{36)5331 

を古屋于 460-0003 名古屋市中区舞 2-19-2 日日本生命広小路ビル Tel . O 日2に 01)9 己71 

金巧〒 920-0961 金ミ只市香林巧1 -2-24 千代田生命金巧ビル Tel .076 に 62)82 已7 

大阪〒己 42-0081 大阪市中巧区南祀場 2-12-26 才 U ンパス大阪センター Tel . O 目 {62 己 2)6991 
高松于 760-0007 高お市中央町11 -11 高お大林ビル Tel .087{834)6166 

広島于 730-0013 広島市中区八 T 堀 16-11 日本生お広島第2ビル Tel .082 に28)：3821 

福巧于 810-0004 福岡市中巧区ミ度辺通 3-6-1 1福岡フコク生命ビル Tel .092{761)4466 

鹿巧島于 892-084 巨鹿巧島市如ミ台屋の1 2-7 日本生命加を匡町ビル Tel . 日99に2己)1105 

ホ縄于900-001己那覇市义茂地 3-1-1 日本生命那覇ビル Tel .098 旧 64) 已396 

《± •日曜、祝日および年末年始は原則として休業さだていただをます。才 U ンパスプラザ巧の東京ヴー 
ビスステーションは±曜を営業してお D ます。 


1AG6P1P1037-B 


VT27 已203 


















